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研究主題  生きる力をはぐくむ性教育の展開と評価の工夫 

 

 

Ⅰ 主題設定の理由及び研究のねらい 

  １ 主題設定の理由 

   児童・生徒を取り巻く環境はめまぐるしく変化している。携帯電話やインターネット等の

普及により、情報量が増え、それに伴い性情報も氾濫している。また、児童・生徒の意識や

価値観の変化は、性非行や性行動の早期化・低年齢化を招き、性に関する問題も複雑で深刻

なものになっている。さらに、地域や家庭の教育力や規範意識の低下、コミュニケーション

不足等により、自他を大切にしようとする心情や態度も十分に養われていない。 

    これらの課題に対応するためには、児童・生徒が豊かな人間性を身に付け、性に関する基

礎的、基本的内容を理解した上で、課題に気付き、自ら学び、判断、行動し、課題を解決す

る能力、いわゆる「生きる力」を身に付ける必要がある。 

   この「生きる力」をはぐくむことは、現行の学習指導要領のねらうところであり、教育課

程に位置付けられる性教育の目標もまた、児童・生徒の性に関する「生きる力」をはぐくむ

ことと大きくかかわっている。また、性に関する様々な課題を児童・生徒自身が解決するた

めの意志決定能力・行動選択能力は、学習指導要領の「生きる力」 を知の側面からとらえ

た「確かな学力」を育成することに通じている。「確かな学力」は、知識や技能に加え、課

題発見能力・思考力・判断力・表現力・課題解決能力等まで含むものとされているからであ

る。 

   そこで、児童・生徒が性教育において「生きる力」をはぐくむためには、児童・生徒一人

一人の学びを深める指導形態の工夫、他人とかかわる力を高めるコミュニケーション能力及

び情報選択能力を養う指導方法の工夫が必要であると考える。 

   また、指導と評価の一体化という観点から、性教育においても評価を工夫することが重要

である。性教育の目標に準拠した評価規準を作成し、性教育の指導のねらいを確実に定着さ

せ、児童・生徒自身が自己評価を通して自己理解を深め、次の学習への意欲付けになるよう

にしていかなければならない。 

   以上の点を踏まえ、本年度、健康教育部会では、性における「生きる力」をはぐくむため

に、指導と評価の工夫について研究を進める必要があると考え、研究主題を上記のように設

定した。 
 

２ 研究のねらい 

 (1) 性教育における発達段階に応じた指導内容を明らかにする。 
(2) 性に関する意志決定能力・行動選択能力をはぐくむために、指導方法・指導形態・評

価を工夫する。 
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Ⅱ 研究概要 

１  研究仮説の設定 

研究主題の「生きる力をはぐくむ性教育の展開」について健康教育部会では、次のように

とらえた。 

・児童・生徒の性についての知識の定着や考え方には個人差があるため、一人一人の状況に

応じたきめの細かい指導が求められる。 

・児童・生徒が性についての課題を解決するための意志決定能力・行動選択能力を身に付け

実践につなげられるようにする。 

・友達とのかかわり合いから、コミュニケーション能力が培われるようにする。 

・個々の性に関する課題に、個別に対応する必要がある。 

・研究主題の「生きる力をはぐくむ性教育の展開と評価の工夫」については、性教育の指導

の改善を図り、児童・生徒が、性に関する正しい知識を身に付け、評価を基に自己理解を

深め、次の学習への動機付けにつなげるようにする必要がある。 

   そこで、健康教育部会では、「生きる力」を「豊かな心情や態度を身に付け、望ましい人

間関係を築き、正しい知識の裏付けの基に、主体的に判断し、行動し、課題を解決する能

力」ととらえ、研究仮説を次のように設定した。 

    

 
 
 

２ 研究の方法 

   この仮説を実証するには、児童・生徒の発達段階に応じて、全ての校種で連携しながら、

適切な指導を進めていくことが大切である。このことを踏まえ、今年度は、これまでの校

種別（小学校、中学校、高等学校、盲・ろう・養護学校）の分科会のほかに、校種を混合

した次の３つの分科会に分け、この分科会を中心に研究を進めた。  
 

第１分科会 
主題設定・調査分科会 

研究主題・研究仮説の設定 
研究構想図の作成 
性教育に関する調査（教諭・養護教諭対象）の実施・分析・考察 

第２分科会 
 指導計画・評価分科会 

健康教育における性教育の位置付けについて検討 
指導計画の検討・作成 
評価規準の作成 

第３分科会 
 授業分科会 
 

性教育年間指導計画例の作成 
実証授業の計画立案・指導案作成 
実証授業の実践 

 

研究仮説 

 児童・生徒の性における発達段階に応じた課題を受け、指導方法・指導形態・評価を

工夫すれば、児童・生徒の性に関する知識が身に付くとともに、意志決定能力・行動選

択能力をはぐくむことができるであろう。 



 

児童・生徒の実態 
 ・性行動の早期化・低年齢化 

 ・性行動に関する意識の変化 

 ・性に関する知識の個人差 

社会的背景 
・性情報の氾濫 

・コミュニケーション能力の低下 

・家庭や地域の教育力の低下 

研究主題 

  生きる力をはぐくむ性教育の展開と評価の工夫

育てたい児童・生徒像 
 ・発達段階に応じた性に関する基礎的・基本的知識を身に付けている児童・生徒 

 ・性についての課題に気付き、自ら学び、判断・行動し、課題を解決しようとする児童・生徒 

 ・自他を大切にしながら、友達とかかわり合いをもとうとする児童・生徒 

研究仮説 
  児童・生徒の性における発達段階に応じた課題を受け、指導方法・指導形態・評価を工夫す 

れば、児童・生徒の性に関する知識が身に付くとともに、意志決定能力・行動選択能力をはぐ 

くむことができるであろう。 

研究の内容 

研究のねらい 
 ・性教育における発達段階に応じた指導内容を明らかにする。 

 ・性に関する意志決定能力・行動選択能力をはぐくむために、指導方法・指導形態・評価を工夫する。

調査研究 
教諭・養護教諭を対象とした性教育の

実態調査及び結果の分析と考察 

基礎研究 
 先行研究の分析 

 参考資料収集 

指導計画・評価 
性教育年間指導計画例作成 

性教育における評価規準の作成 授業研究 
 指導方法・指導形態・評価の工夫 

研 究 の 成 果 と 今 後 の 課 題

３ 研究の構想図 
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Ⅲ 研究内容 

 １ 研究の視点 

     性教育を展開するにあたり、指導方法・指導形態・評価などにおいて、次のような工夫

をすることによって、児童・生徒の性についての「生きる力」をはぐくむことができるの

ではないかと考えた。 
 

(1) 指導方法の工夫 

参加型・体験型の指導方法を取り入れることで、児童・生徒が正しい知識に裏付け

られた意志決定や行動選択する能力を養い、実践力につなげられるようになる。また、

児童・生徒同士のかかわり合いから、コミュニケーション能力や情報選択能力が養わ

れ、豊かな心情や望ましい人間関係を築く力をはぐくむことができる。 

 

(2)  指導形態の工夫 

ティームティーチングや少人数指導を取り入れるなど指導形態を工夫することで、指

導の充実が図られ、個に応じたきめの細かい指導を行うことができる。その結果、児童・

生徒一人一人が発達段階に即した性についての知識を身に付けられるようになる。 

 

(3)  性教育における評価 

性教育における評価規準を作成し、評価を行うことで、指導者が性教育の指導の改

善を図ることができる。また、教師の評価や児童・生徒の自己評価を生かし、指導と評

価を一体としてとらえ、教師の授業改善とともに児童・生徒が、自ら学習活動を振り返

り、成果を自覚し、正しい自己理解や次の学習への動機付けとすることができる。 

 

(4) 性教育の年間指導計画例の作成 

各校種の性教育の年間指導計画例を作成し、ねらいや時期を明らかにすることで、

小学校・中学校・高等学校（盲・ろう・養護学校は小学校・中学校・高等学校の指導に

準ずる）の系統的な指導を実施することができる。 
 

－性教育における「生きる力」と「意志決定能力・行動選択能力」との関連－ 

 

基礎基本 

学び方・知識･技能・学ぶ意欲 

課題発見能力 

思考力・判断力・表現力 

課題解決能力 

性教育における 

 意志決定能力 

 行動選択能力 

 

豊かな人間性  

健康・体力 

確かな学力 

生きる力 

評価 
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２ 性教育の位置付けと全体計画及び評価について

(1) 健康教育における性教育の位置付け

保 健 体 育 審 議 会 中央教育審議会 学習指導要領：総則第１の３
生涯にわたる心身の健康に関する教育・学習の充実 自分で課題を見付け、自ら学び、 学校における体育・健康に関する
・ﾍﾙｽﾌﾟﾛﾓｰｼｮﾝ の理念に基づく健康の保持増進 自ら考え、主体的に生きる力、 指導は学校の教育活動を通じて

豊かな人間性、たくましく生きる 適切に行うものとする（後略）
ための健康や体力東京都保健体育審議会

心の健康問題を抱えた児童・生徒への学校における
支援 ＊印：Ｐ７参照

＊１教育課程審議会

＊２東京都教育委員会教育目標

＊３ ＊４東京都教育委員会基本方針 ２１世紀の特殊教育の在り方について

＊５厚生労働省 健康日本２１
＊６東京都人権施策推進指針

学 校 の 教 育 目 標
学校保健委員会

○児童・生徒の実態、願い
組織活動 ○保護者・地域・社会の実態、願い

○教師の願い

家庭・地域との連携

関係諸機関との連携

健 康 教 育

健康教育の目標
(望ましい児童・生徒像）

評 価

 

 
性 教 育 

●性教育年間指導計画

性教育の目標
Ｐ７参照

全教育活動において実施

 
特
別
活
動 

 総
合
的
な
学
習
の
時
間 

 

道  

徳 

 

教  

科 

教
育
相
談

生
活
指
導

 
学校給食 学校保健 学校安全 

健康の価値を理解し、健本部会では、健康教育を・・
康を保持増進していく力をはぐくむ教育ととらえ 「自分、
や周りの人の心と体を大切にし、それらを守ろうとする

」 、「 、 、態度 と 健康のために正しい知識を身に付け 判断し
行動する態度｣を育てるために計画された学習活動と考え
た。
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文部科学省発行「学校における性教育の考え方、進め方」参照■性教育の目標■

（１）小学校の性教育の目標
① 生命の誕生及び心身の発育・発達における男女差や個人差に関する基礎的事項を理解するとともに、自己の
性を受容し、自分を大切にしようとする心情や態度を育てる。

② 男女には体の特徴や発達段階などに違いがあるが、互いに相手の人格を尊重し合うことが大切であることを
知り、相手を思いやる心情や態度を育てる。

③ 家庭における役割は、男女の別なく分担し、互いに助け合うことが大切であることを知り、家庭や社会の一
員として、適切な判断や意志決定ができる能力や態度を培い、実践力の基礎を育てる。

（２）中学校の性教育の目標
① 心身の発育・発達や変化など人間の性の成熟について科学的に理解するとともに、発達途上にある自己の性
を受容し、自他を大切にしようとする心情や態度を育てる。

② 男女の心身の特質を基に男女が互いに相手を理解し、人格を尊重する心情や態度を育てる。また、望ましい
人間関係を築いていくため、より適切な意志決定に基づく、行動選択ができる能力や態度を育てる。

③ 男女の生き方は多様であることを理解し、家庭や社会における期待される役割や自己の将来の生き方につい
て考えるとともに、社会における性的な事象を見つめて、家庭や社会の一員として適切な判断や意志決定、行
動選択ができる態度や能力を培い、実践力を育てる。

（３）高等学校の性教育の目標
① 心身の発育・発達や変化など人間の性の成熟について理解を深めるとともに、それらを科学的・総合的に理
解し、自他の性に対する意識を深め、人間としてより適切な行動を選択しようとする態度を育てる。

② 男女の心身の特質と人間としての平等性について認識を深め、男女が互いに人格を尊重する心情や態度を育
てる。また、将来を見通して、望ましい人間関係を築いていくため、より適切な意志決定に基づく行動選択が
できる能力や態度を育てる。

、 。③ 社会における自己の役割と責任について自覚を促すとともに 将来の生き方について自分の考えを確立する
また、性の文化や社会的な意味を理解するとともに、男女平等、人権尊重の精神を基盤とする性の望ましい

価値観を確立し、適切な意志決定や行動選択ができる能力や態度を培い実践力を育てる。

＊２ 東京都教育委員会教育目標
○互いの人格を尊重し、思いやりと規範意識のある人間
○社会の一員として、社会に貢献しようとする力
○自ら学び考え行動する、個性と創造力豊かな人間

＊３ 東京都教育委員会基本方針
１「人格尊重の精神」と「社会貢献の精神」の育成
２「豊かな個性」と「創造力」の伸長
３「生涯学習」と「文化・スポーツ」の振興
４「都民の教育参加」と「学校経営の改革」の推進

＊４ ２１世紀の特殊教育の在り方について
○ﾉｰﾏﾗｲｾﾞｰｼｮﾝの進展に向け、障害のある児童生徒等
の自立と社会参加を社会全体として、生涯にわたっ
て支援する。

○教育、福祉、医療、労働等が一体となって乳幼児期
から学校卒業まで障害のある子ども及びその保護者
等に対する相談及び支援を行う体制を整備する。

○障害の重度・重複化や社会の変化に対応した指導の
充実・個別指導計画等。

＊５ 厚生労働省 健康日本２１
・思春期の健康と性の問題

■『健康教育における性教育の位置付け』について■

性教育は、人格の完成や豊かな人間形成等を目指す「人間教育」の一環である。
そのため、学校の教育活動全体を通じて行われる必要があり、学校保健・学校給食・学校安全を中心とした
健康教育の中に位置付けられる。その指導は、各種関連法令を踏まえて行われなくてはならない。

性教育は、学習指導要領を基に、それに沿った教育課程内で、適切に、かつ計画的に実施されることが大
。 、 、 。切である また 相談活動や生活指導の場面でも 個別あるいは集団に対して適宜実施されることが望ましい

性教育を実施するにあたっては、保護者の理解と協力が不可欠であり、連携を図ることが重要となる。
さらに、地域や関係諸機関（医療機関、相談機関、行政機関等）との連携を図ることで、より効果的な性教

育を行うことができる。
性教育を学校の教育活動全体で取り組むためには、学習指導要領に基づき、児童・生徒の実態や、発達段階

に応じた年間指導計画を作成することが必要である。
また、性教育が効果的に実施されているかどうか知るために、評価は必要不可欠である。児童・生徒の学習

活動への評価と、教師の教育活動への評価を行い、指導と評価を一体化させることが、より効果的な性教育の
実施につながるといえる。

＊１ 教育課程審議会
生涯を通じて自己の健康を管理し、改善していく資質や

能力の基礎を培う。小学校中学年からの保健指導：身体の
発育発達や性に関する指導は児童生徒の発達段階をふまえ
て重点化する。

心の健康については、自他の心身の発育・発達の違いに
気付き、肯定的に受けとめること、不安・悩みへの対応及
び人とのかかわり方に重点をおく観点に立って、内容の改
善を図る。

＊６ 東京都人権施策推進指針

人間の存在や尊厳がおびやかされることなく、自ら
を律する自立した個人が、権利行使に伴う責任を自覚
し、共存と共感で相互に支え合い、都民が世界に誇れ
る都市をつくる。



小３年 小４年 小５年 小６年

発
達
の
顕
著
な
特
徴

性
教
育
の
目
標

道徳・生活「友だちとなか
よく」
２ー③＜友情＞

道徳「みんな仲良く」
２－③＜友情＞

道徳「みんなで協力」
２－③＜友情＞

道徳「ほんとうの友情」
２－③＜友情＞

道徳「本当の友情とは」
２－③＜友情＞

特別活動「からだの清潔」 特別活動「誘いにのらない」
特別活動「すばらしい友だ
ち」

家庭「家族とくらすわたしの
生活」

特別活動
「男女が助け合おう」

道徳「心遣い」
２－②＜親切＞

道徳「家族の中の自分」
４－⑤＜家族愛＞

生活・特別活動
「ぼくのからだ・わたしの
からだ」

道徳「命って不思議だな」
３－②＜生命尊重＞

道徳「妹のたんじょう」
３－②＜生命尊重＞

道徳「事故者を救え」
３－②＜生命尊重＞

道徳「受けつぐ命」
３－②＜生命尊重＞

特別活動「誘いにのらな
い」

特別活動「誘いにのらない」 特別活動「誘いにのらない」 特別活動「社会の中の性」 特別活動「社会の中の性」 特別活動「社会の中の性」

理科「生命の誕生」

道徳「いのちのあたたか
さ」
３－②＜生命尊重＞

体育（保健領域）
「毎日の生活と健康」
(体の清潔を保つ）

道徳「人命第一」
３－②＜生命尊重＞

理科「植物の実や種子ので
き方」

道徳「こまっているなかま
に」２－③＜友情＞

道徳「友だちっていいな」２－
③＜友情＞

特別活動「友達のよいところ
探し」

道徳「親切の心」
２－②＜親切＞

特別活動
「友達の輪を広げよう」

特別活動
「男女が助け合おう」

道徳「さりげない親切」
２－②＜親切＞

国語「私の体について調べよ
う」

道徳「だれにでも親切に」
２－②＜親切＞

道徳「思いやりの心」
２－②＜親切＞

道徳「友達への思いやり」２－
②＜親切＞

道徳「男女仲良く」
２－③＜友情＞

特別活動「さまざまな人たち」
道徳「かけがえのない命」
３－②＜生命尊重＞

道徳「家族とともに」
４－⑤＜家族愛＞

道徳「家族のこころ」
４－②＜家族愛＞

特別活動・生活「家庭の仕
事」

特別活動「男の子・女の子の
体の違い」

道徳「父母の愛」
４－③＜家族愛＞

道徳「だいじなかぞく」
４－②＜家族愛＞

特別活動「生命と人権」

特別活動「おなかの中の私」 特別活動「自分のよさ」
道徳「命の尊さ」
３－②＜生命尊重＞

体育（保健領域）「心の健康」
（性の不安や悩みに対して
適切な対処の仕方）

道徳「男女の友情と協力」
２－③＜友情＞

道徳「ぼくのいのち」
３－②＜生命尊重＞

道徳「友だちの死」
３－②＜生命尊重＞

特別活動「男女のエチケッ
ト」

道徳「生きることのすばらし
さ」
３－②＜生命尊重＞

道徳「理解し合い助け合う
心」２－③＜友情＞

道徳「生命のかがやき」
３－②＜生命尊重＞

道徳「たんじょうのすばら
しさ」
３－②＜生命尊重＞

生活「私の成長」
「自分の良さを発見」

特別活動「いのちの誕生」
特別活動「人がいやがるこ
と」

道徳「生きることの尊さ」
３－②＜生命尊重＞

家庭
「協力してくらそうわたしやみ
んなの家庭生活」

道徳「かけがえのない命」
３－②＜生命尊重＞

道徳「家族の幸せを求めて」
４－⑤＜家族愛＞

生活「できるように
なったよ」

道徳「友だちのいいところさ
がし」
２－②＜親切＞

道徳「あたたかい家族」
４－③＜家族愛＞

道徳「お母さんの手伝い」４
－③＜家族愛＞

特別活動「自分の将来につ
いて考えよう」

体育・保健体育 実践授業で扱った部分

7月

9月

①男女の体の違い、発育発達の特徴を知る。
②自尊感情や態度を育てる。
③他者を理解し、よりよい人間関係を形成するための態度
を育てる。
④家庭における自分の役割を自覚し、行動する。
⑤性情報・性被害について正しく認識し、適切に行動する。

3月

10月

11月

2月

12月

体育（保健領域）「育ちゆく体
と私」(初経・精通、異性への
関心）

①生命の連続性や人の誕生について理解する。
②自他の生命を尊重する態度を育てる。
③よりよい男女の友達関係を築こうとする態度を育てる。
④家庭や社会における男女の役割について考え、協力す
ることの大切さを知る。
⑤性情報、性被害、エイズなどに関する認識を深める。

小１年 小２年

4月

5月

①男女の体の違いに気付く。
②自分を大切にしようとする気持ちを育てる。
③男女仲良くしようとする態度を育てる。
④家族の一員として協力しようとする態度を育てる。
⑤性被害を防ぐ方法を身に付ける。

6月

1月

(2)性教育の年間指導計画例

体育（保健領域）「病気の予
防」（偏見や差別の払拭、エ
イズという病気）

生

活

「

飼

育

･

栽

培

を

通

し

て

、

生

命

や

成

長

に

気

付

き

生

命

を

大

切

に

す

る

」

生

活

「

飼

育

･

栽

培

を

通

し

て

、

生

命

や

成

長

に

気

付

き

生

命

を

大

切

に

す

る

」

自分の体や性器への関心、自分と異なる性への興味関心が高まる

自 分 や 赤 ち ゃ ん の 誕 生 に 疑 問 を 持 つ 自 己 の 認 識 の 確 立 と い う 欲 求 が 表 れ る 生命誕生や生殖のしくみについて関心や疑問をもつ

体格や体力の男女の違いや男女を意識し始める 性 差 や 男 女 の 性 役 割 を 意 識 し 始 め る

有 害 な 性 情 報 に 触 れ る 機 会 が 増 大 す る

保 護 者 や 家 族 の 様 子 か ら 性 役 割 意 識 が 育 つ

異 性 に 対 す る 関 心 が 高 ま り 同 性 同 士 の グ ル ー プ 行 動 が 見 ら れ る男 女 の 別 な く 仲 良 く 遊 ぶ
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中１年 中２年 中３年 高等学校 盲・ろう・養護学校

基本的には障害がない児
童・生徒等と同じである
が、障害・疾病や発達段階
によって、身体や性への悩
み、病気そのものへの不
安などをもっていることが
多い。

①自他の性に対する認識を深める。
②男女が互いに人格を尊重する心情や態度を育てる。
③望ましい人間関係を築いていくため、より適切な意志決定に基づく行
動選択の能力や態度を育てる。
④社会における自己の役割と責任について自覚を促し、将来の生き方
について、自分の考えを確立させる。
⑤男女平等・人間尊重の精神を基盤とする性の望ましい価値観を確立
させる。

基本的には障害がない児
童・生徒等の目標と同じで
あるが、障害を克服し、社
会的に自立していくことを
目指して、その障害・疾病
や状態に応じてそれぞれ
の目標を設定する。

体育（保健分野）
「体の発育・発達」
「性機能の成熟」

特別活動
「自己理解と他者理解」

特別活動
「自己理解と他者理解」

特別活動・進路
「自己理解と他者理解」

体育（保健分野）
「性とどう向き合うか」
「人とのかかわり」

道徳２－④
「男女の理解と協力」

道徳２－④
「男女の理解と協力」

道徳２－④
「男女の理解と協力」

公民「平等権」（夫婦の平等な
協力）

体育（保健分野）
「自分らしさ」

公民「平等権」（両性の本質的
平等）

特別活動「思春期の心と体」
道徳３－②
「命をいとおしむ」

特別活動「性に関する態度･行
動の選択」

道徳3－②「新しい生命」

特別活動「自分史つくり」 道徳3－②「かけがえのない命」 道徳２－⑤「個性の尊重」

道徳３－②
「生きることの大切さ」

道徳４－⑩「平和の尊さ」
　

特別活動「自分史つくり」
理科２分野
「生物の子孫の残し方」

特別活動
「社会の中の性(性情報)」

特別活動
「社会の中の性(性情報)」

特別活動
「社会の中の性(性情報)」

道徳３－②「生きる力」

道徳３－②「共に生きる」
道徳４－⑤
「ともに支え合う」

道徳２－②
「思いやりの心」

学活「生命の尊重」

家庭科「保育」
特別活動
「異性を知り尊重する」

道徳２－②「愛と感謝」 道徳４－④「差別偏見」

家庭科「保育」
体育（保健分野）
「性感染症の予防／エイズ」

道徳１－③
「人間としての誇り」

道徳３－②「生きる喜び」

歴史「日本の民主化」
（女性の選挙権の獲得）

道徳２－②
「人間への慈しみ」

特別活動「性に関する態度･行
動の選択」

特別活動「性に関する態度･行
動の選択」

①人間の性の成熟について科学的に理解する。
②自分を大切にしようとする心情や態度を育てる。
③人格を尊重する心情や態度を育てる。
④望ましい人間関係を築いていくために、意志決定に基づく行動選択ができる能力や態度を育て
る。
⑤家庭や社会の一員として適切な判断や意志決定能力・行動選択能力や態度を育てる。

※盲・ろう・養護学校では、
12年間を見通した上で、児
童･生徒の年齢や発達段
階などの実態に応じて、指
導する時期や指導内容･
方法を創意工夫していくと
ともに、学校生活全体の中
に性をはぐくむ視点を持っ
て、繰り返し指導を行って
いく。

保健（原則入学年次及びその次の年次に各１単位、計２単位）

○現代社会と健康　～健康の保持増進と疾病の予防～
　　　＊性感染症・エイズの予防
　　　＊欲求と適応機制
　　　＊ストレスへの対処
○生涯を通じる健康　～生涯の各段階における健康～
　　《思春期と健康》
　　　＊性的な成熟と心理・行動の変化
　　　＊異性を尊重する態度の必要性、性と人権
　　　＊性欲と性行動（性行動の選択・意志決定、対象の選択）

　　　＊望まない妊娠の防止・避妊
　　　＊性の不安や悩みへの対処
　　　＊性犯罪や性の問題行動、性情報への対処
　　《結婚生活と健康》
　　　＊受精、妊娠、出産とそれに伴う健康問題
　　　＊家族計画の意義（男女平等参画の推進・結婚観）

　　　＊人工妊娠中絶の心身への影響
　　　＊結婚生活の基盤（適切な意志決定や良好な人間関係）

　　　（＊男女それぞれの生殖に関わる機能）

【家庭基礎・生活技術】
○人の一生と家族・福祉
　　《生涯発達と各ライフステージの特徴》
＊生涯発達と各ライフステージの特徴（自立や男女の平等と相互の協力など
青年期の課題）
＊家庭の機能と家族（男女が協力して家庭を築くことの意義）
＊生活設計（将来の結婚や家庭生活と職業生活のあり方、自分らしいライフ
スタイルの形成）
　　《乳幼児の発達と保育・福祉》
＊親の役割と保育（親や家族が果たす役割、子育てを通じた親自身 の人間
的成長、子育ての意義）
【家庭総合】
○人の一生と家族・家庭
　　《人の一生と発達課題》
＊青年期の課題（自立や男女の平等など青年期の課題、男女の平等、自立
した男女がともに築く家庭）
　　《家族・家庭と社会》
＊家族・家庭を支える労働（男女共同参画社会の実現、男女がともにはたす
家庭生活の責任）
　　《生活設計》
＊ライフスタイルと生活にかかわる価値観（各自の将来の生活構想に基づく
生活設計立案、自分らしいライフスタイルの形成）
○子どもの発達と保育・福祉
　　《子どもの発達》
＊母体の健康管理と子どもの誕生（母体の健康管理の重要性、生命の尊さ）

　　《親の役割と保育》
＊親の役割と子どもの人間形成（親の役割）
＊子どもを産み育てることの意義（子育てを通じた親自身の人間的成長、子育て

の意義）

【理科基礎】
○科学の課題とこれからの人間生活
＊生命と環境（遺伝子操作による生物の改変やクローン生物の作成、遺伝子
治療などの生命の操作やヒトゲノム計画）
【理科総合B】
○生命と地球の移り変わり
＊生物の移り変わり（遺伝子と遺伝の規則性）
【生物Ⅰ・理数生物】
○生命の連続性
＊生殖と発生（生殖細胞の形成と受精）
＊遺伝（遺伝の法則、優性遺伝と劣性遺伝、遺伝子と染色体、性染色体と性
の決定、伴性遺伝）
【公民・現代社会】
○現代に生きる私たちの課題（生命の意味、生と死の問題等）
○現代の社会と人間としての在り方生き方
＊現代の社会生活と青年（青年期の意義と自己形成の課題、社会の構成員
としての男女平等）
＊現代の民主政治と民主社会の倫理（生命の尊重、自由・権利と責任・義
務、人間の尊厳と平等、主体的に生きる人間の在り方生き方）
【公民・倫理】
○青年期の課題と人間としての在り方生き方
＊青年期の課題と自己形成（青年期の意義と課題、豊かな自己形成、他者と
共に生きる自己の生き方）
＊人間としての自覚（人間の存在、人間の存在や価値にかかわる基本的な
課題）
○現代と倫理
＊現代に生きる人間の倫理（人間の尊厳と生命への畏敬、自己実現と幸福）

＊現代の諸課題と倫理（生命、家族・地域社会）

必修

学校別・選択

思 春 期 に お け る 心 身 の 大 き な 変 化 に 対 す る 不 安 や 悩 み ・ 他 者 と の 比 較 や 理 想 と の 格 差 に 不 安 や 悩 み を も つ

心 理 的 離 乳 お よ び 心 理 的 葛 藤 が 見 ら れ る

性 的 成 熟 の 自 覚 や 自 我 が 確 立 さ れ 、 生 理 現 象 に 関 す る 不 安 や 悩 み を も つ

積 極 的 な 交 際 な ど 多 様 な 男 女 関 係 の 模 索 が 見 ら れ る

性 的 問 題 行 動 の 出 現 の 可 能 性 や 性 衝 動 の ｺ ﾝ ﾄ ﾛ ｰ ﾙ へ の 悩 み を も つ
つ

思 春 期 に お け る か ら だ の 変 化 が 見 ら れ る

【性の自認】
・ボディーイメージ
・リラクゼーション
・からだづくり
・体のしくみとその働き
・自分に起こる体の変化
・月経、射精
・生命誕生
・清潔なからだ
・人の一生
・自分史

【男女の人間関係】
・男女の体と心
・エチケット
・好きになる気持ち
・人とのかかわり方
・妊娠、避妊

【家庭や社会生活】
・家族について
・社会の中の性
・健康な生活（病気やけ
がの予防）

おもな指導内容
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（３）性教育の評価について 

① 評価の必要性と意義 
性教育は「生きる力」をはぐくむことと関連が深く、全教育活動の中で行われている。 

   性教育の評価は、性教育がその目標に照らしてどのように行われ、児童・生徒がその目

標に向けてどのように変容しているかを明らかにするものである。つまり、性教育を行

うにあたり、新学習指導要領の趣旨に鑑み、児童・生徒一人一人が「生きる力」を身に

付けているか、また、どのように「生きる力」が育ちつつあるかを様々な学習の場面に

おいて適切に評価することが大切である。 
評価においては、児童・生徒一人一人のよさや可能性を見いだし、それを伸ばすこと

が大切であり、性教育の目標に見合った評価規準の作成と、評価方法の工夫が必要であ

る。 
② 評価のとらえ方・評価に対する意識の違い 

   性教育に関する教職員の意識調査の結果より、性教育の実施状況に関する質問におい

て、何らかの形で性教育を実施していると回答した割合は、全体の６４．４％であった。

これに対して、児童・生徒が知識を身に付け、自ら考え判断し行動できると回答した割

合は全体の２０％であった。この結果から、指導方法や評価も含めて今まで行われてき

た性教育を見直す必要があると考えられる。 
   また、性教育を行う際の評価実施率が３６％であった。このことは、「評価＝評定」と

いう考え方が強いこと、評定を必要としない授業では評価も必要ないのではという考え

方があることなど、評価の必要性について個人により意識が大きく異なるための結果で

ある。つまり、評価のとらえ方や考え方の違いが、評価の有効性や必要性を薄めている

のではないかと考えることができる。一方、何らかの方法で評価を行うことにより知識

や意志決定能力が身に付いていることが明らかになり、性教育を効果的に行うためには

評価が有効であることが分かった。 
③ 評価の在り方・工夫 

    以上のようなことから、一人一人に「生きる力」をはぐくむための評価を考えたとき、

授業のねらいをできるだけ具体的により分かりやすい表現で設定することが大切である。

授業のねらいは、評価につながるものであり、また発達段階や年齢における特性を考え

作成された性教育の目標に即したものでなくてはならない。 
    そこで、性教育の目標を具体的に示すとともに、どの教科で何に重点を置くかを明確

にすることによって評価の工夫を図ることとし、「発達段階に応じた性教育の目標及び

評価規準」を校種別に作成した。同じ観点で作成することにより、発達段階における特

性が浮き彫りになるとともに評価のとらえ方を一本化できた。 
    また、性教育の授業は主体的な意志決定能力や行動選択能力を育てることをねらいと

している。本研究では、教師による評価だけでなく、児童・生徒の自己評価により、意

志決定能力・行動選択能力が培われると考え、授業に取り入れることとした。 
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性教育の
基本目標

目標 観点 評価規準
評価
場面

関心
意欲
態度

男女の体の違いに関心をもち、自分や友達の体の違いを肯
定的に受け止めようとしている。

思考
判断

どのようにしたら自分や周りの人を大切にできるか考えて
いる。

知識
理解

自分は父親・母親から生まれ、愛情と保護によって育てら
れたことを理解している。

関心
意欲
態度

男女の別なく友達と仲良くしようとしている。

思考
判断

一人一人を大切にし、男女それぞれのよさを認め合おうと
考えている。

知識
理解

男女の体には違いがあるが、人間として共に大切な存在で
あることを理解している。

関心
意欲
態度

家 族 の 一 員 と し て 、 協 力 し てい こう とし てい る。
性被害から自分を守ろうとしている。

思考
判断

家族の一員として協力することについて考えている。
性被害から自分を守ろうとする仕方について考えている。

知識
理解

家族は互いに助け合って生活していることに気付いてい
る。性被害が起きている現状を理解している。

関心
意欲
態度

男女の体の違いや発育・発達の特徴を知ろうとしている。

思考
判断

自分や友達のよさを見付け、お互いを尊重しようと考えて
いる。

知識
理解

体のつくりや働きを理解している。
男女の体の違いや発育・発達について理解している。

関心
意欲
態度

男女の別なく友達と仲良く協力しようとしている。

思考
判断

互いに相手を尊重するとともに、男女仲良く協力しようと
考えている。

知識
理解

男女の互いの違いやよさに気付いている。

関心
意欲
態度

家庭における自分の役割を自覚して、行動しようとしてい
る。性情報を正しく受け止め、適切に行動しようとしてい
る。

思考
判断

家庭における自分の役割について考えている。テレビやマ
ンガからの性情報を適切に選択している。

知識
理解

家庭の機能について理解している。性情報を正しく受け止
め、男女の違いや個人によって違いがあることを認めよう
としている。

関心
意欲
態度

自他の生命を尊重しようとしている。

思考
判断

心身の発達には男女差・個人差があり、生命の連続性につ
いて、自分のこととして考えている。

知識
理解

心身の発育・発達には男女差や個人差があることを理解し
ている。生命の連続性や人の誕生について理解している。

関心
意欲
態度

男女の別なくよりよい友達関係を築こうとしている。

思考
判断

相手の立場や気持ちを尊重し、よりよい友達関係を築こう
とする気持ちが育っている。

知識
理解

異性に対する心は男女に違いがあることを理解している。

関心
意欲
態度

男女の固定的な性役割にとらわれずに行動しようとしてい
る。
健康で安全な生活を営もうとしている。

思考
判断

家庭や社会における男女の役割について考えている。性情
報や性被害、エイズに関することなどについて正しく判断
している。

知識
理解

家庭や社会で男女が互いにできる仕事を分担し、協力して
生活することの大切さを理解している。性情報や性被害、
エイズに関することなどについて正しく理解している。

低
学
年

中
学
年

男女の体の違いに気付くとと
もに、自分は父親・母親から
生まれ、愛情と保護によって
育てられたことを知り、自分
を大切にしようとする気持ち
を育てる。

男女の体には違いがあるが、
人間として共に大切な存在で
あることを知り、男女の別な
く仲よくしようとする態度を
育てる。

家族は互いに助け合って生活
していることに気付き、家族
の一員として協力していこう
とする態度を育てるととも
に、性被害が起きている現状
を知り、被害を防ぐ方法を身
に付ける。

体のつくりや働きを理解する
とともに、男女の体の違いや
発育・発達の特徴を知り、互
いに尊重し合う態度を育て
る。

男女の互いの違いやよさに気
付き、互いに相手を尊重し、
男女仲良く協力する態度を育
てる。

家庭の機能について理解し、
家庭における自分の役割を自
覚して行動する態度を育て
る。 また、性情報を正しく受
け止め、適切に行動しようと
する態度を育てる。

男
女
の

人
間
関
係

家
庭
や
社
会
の

一
員
と
し
て

自
己
の
性
自
認

男
女
の

人
間
関
係

家
庭
や
社
会
の

一
員
と
し
て

自
己
の
性
自
認

心身の発育・発達には男女や
個人によって違いがあること
を知るとともに、生命の連続
性や人の誕生について理解
し、自他の生命を尊重する態
度を育てる。

異性に対する心は男女に違い
があることを知り、互いを尊
重し、よりよい男女の友達関
係を築こうとする態度を育て
る。

家庭や社会における男女の役
割について考え、固定的な性
役割にとらわれず、男女が協
力することの大切さを知ると
ともに、性情報や性被害、エ
イズに関することなどについ
て認識を深め、健康で安全な
生活を営む態度を育てる。

高
学
年

家
庭
や
社
会
の

一
員
と
し
て

自
己
の
性
自
認

男
女
の

人
間
関
係

④　発達段階に応じた性教育の目標及び評価規準　　　　　　　　　　　　　　　＜小学校＞

家庭
道徳
特活

体育
道徳
特活

道徳
特活

理科
道徳
特活

体育
道徳
特活

生活
道徳
特活

生活
道徳

生活
特活

体育
道徳
特活
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＜中学校＞

性教育の
基本目標

目標 観点 評価規準 評価場面

関心
意欲
態度

心身の機能の発達と心の健康について興味・
関心をもち、進んで学習に取り組もうとして
いる。

思考
判断

心身の発育・発達や変化などについて科学的
に理解している。

知識
理解

自己の性にかかわる様々な変化を成長の過程
として肯定的にとらえることができている。

関心
意欲
態度

男女が互いに相手の人格を尊重しようとして
いる。

思考
判断

人間関係の多様さや、自分や相手のことをよ
く考え、気持ちを表すことができている。

知識
理解

男女の心身の特質を理解している。望ましい
人間関係を築くために必要な知識を身に付け
ている。

関心
意欲
態度

男女の人間関係や役割など、広く社会に目を
向け、社会の一員としての自己の生き方につ
いて意欲的に学習に取り組んでいる。

思考
判断

家庭や社会における期待される役割や自己の
将来の生き方について考えられる。家庭や社
会の一員として、適切な判断や意思決定・行
動選択ができる能力や態度が身に付いてい
る。

知識
理解

男女の生き方は多様であることを理解してい
る。家庭や社会の役割分担にある固定的な考
えに気付くことができている。

家
庭
や
社
会
の
一
員
と
し
て

男女の生き方は多様であるこ
とを理解し、家庭や社会にお
ける期待される役割や、自己
の将来の生き方について考え
るとともに、社会における性
的な事象を見つめて、家庭や
社会の一員として適切な判断
や意志決定、行動選択ができ
る能力や態度を育てる。

特活
技術・家庭

（家庭分野）
社会
保体

自
己
の
性
自
認

心身の発育・発達や変化など
人間の性の成熟について科学
的に理解するとともに、発達
途上にある自己の性を受容
し、自他を大切にしようとす
る心情や態度を育てる。

保体
道徳
特活
理科

男
女
の
人
間
関
係

男女の心身の特質を基に男女
が互いに相手を理解し、人格
を尊重する心情や態度を育て
る。また、望ましい人間関係
を築いていくため、より適切
な意志決定に基づく行動選択
ができる能力や態度を育て
る。

道徳
特活
保体
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性教育の
基本目標

目標 観点 評価規準 評価場面

関心
意欲
態度

自他の性に対する認識を深め、一人の人間とし
て、より適切な行動を選択しようとしている。

思考
判断

自他の性に対する認識を深め、各自が望ましい男
性観・女性観をもっている。

知識
理解

自己の心身の発育・発達などの過程を知り、人間
の性の成熟について科学的・総合的に理解してい
る。

保体
理科

関心
意欲
態度

男女が互いの人格を尊重し、自立した人間関係を
築こうとしている。
人間尊重や男女平等の精神に基づき固定的な性役
割や性観念にとらわれることなく、好ましい人間
関係を築こうとしている。

思考
判断

将来を見通して、望ましい人間関係を築くため、
適切な行動選択ができる。
自分の意志を相手にはっきりと伝えられ、性行動
に対する意志決定や行動選択ができる。

知識
理解

男女の心身の特質を知り、男女平等について理解
している。
男女の人間関係には多くの過程があり、その過程
が大切であることを理解している。

関心
意欲
態度

よりよい人間関係を築くため、男女平等、人間尊
重の精神で望ましい価値観をもち、適切な意志決
定や行動選択をしようとしている。
性情報を適切に見極め、性に関する様々な社会事
象に主体的な判断ができる能力や態度を身に付け
ている。

思考
判断

社会における自己の役割と責任を自覚し、将来の
生き方について自分の考えをもっている。
性と人権に関しては、社会生活を送る上での基
礎・基本であるという認識をもっている。
自分なりの結婚観や家庭観をもつことができる。

知識
理解

性の文化や社会的な意味を理解している。
家庭や社会において役割と責任について理解して
いる。

＜高等学校＞

家
庭
や
社
会
の
一
員
と
し
て

社会における自己の役割と責
任について自覚を促すととも
に、将来の生き方について自
分の考えを確立する。また、
性の文化や社会的な意味を理
解するとともに、男女平等、
人間尊重の精神を基盤とする
性の望ましい価値観を確立
し、適切な意志決定や行動選
択ができる能力や態度を育て
る。

保体
家庭
公民

自
己
の
性
自
認

心身の発育・発達や変化な
ど、人間の性の成熟について
理解を深めるとともに、それ
らを科学的・総合的に理解
し、自他の性に対する認識を
深め、人間としてより適切な
行動を選択しようとする態度
を育てる。

保体
家庭
公民

男
女
の
人
間
関
係

男女の心身の特質と人間とし
ての平等性について認識を深
め、男女が互いに人格を尊重
する心情や態度を育てる。ま
た、将来を見通して、望まし
い人間関係を築いていくた
め、より適切な意志決定に基
づく行動選択の能力や態度を
育てる。

保体
家庭
公民
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（４）性被害・性情報の指導における評価の観点 

現代は性情報が氾濫し、児童・生徒が性犯罪に巻き込まれる危険性も高くなってきている。児童・

生徒自身が性にかかわる様々な危険を回避し、社会において安全な生活が送れるように、自分の身

は自分で守り、危険に対処できる能力をはぐくむことが必要である。 
本研究では、性と社会環境との関係から、児童・生徒の発達段階に応じた「意志決定能力・行動

選択能力」を育成することが大切であると考え、「性被害・性情報」の指導を中心に進めることにし

た。 
そして、より効果的な指導を展開するために、評価の観点を明確化する必要があると考え、発達

段階に応じた性被害・性情報の指導における評価の観点を下記の通り設定した。 
 
＜性被害・性情報の指導における評価の観点＞ 
 

小学校 
健康で安全な生活を送るために、性情報の選択や性被害の防止について関心

をもち、進んで学習に取り組もうとしている。 

中学校 
健康で安全な生活を実践するために、性情報の正しい選択や、性被害の防止

について関心をもち、意欲的に学習に取り組もうとしている。 

関
心
・
意
欲
・
態
度 高等学校 

健康で安全な生活を実践するために、性情報を正しく選択し、性被害を未然

に防ぐことについて、主体的に考え意欲的に取り組もうとしている。 

小学校 
健康で安全な生活を送るため、性情報の正しい選択や性被害の防止について

考え、判断している。 

中学校 
性情報を客観的にとらえ、問題点に目を向け、性被害を未然に防ぐための意

志決定や行動選択ができる。 

思
考
・
判
断 

高等学校 
様々な性情報を科学的、総合的にとらえることにより、性被害の防止に役立

つ適切な意志決定や行動選択ができる。 

小学校 
性情報の正しい選択や性被害の防止について、健康で安全な生活を送るため

に役立つ基礎的な内容を理解している。 

中学校 
性情報を適切に判断し、性被害を防止することについて、健康で安全な生活

を実践するために役立つ基礎的な事項を理解している。 

知
識
・
理
解 

高等学校 
性情報から正しい知識を理解するとともに、性に関する課題解決に役立つ基

礎的な事項を理解し、知識を身に付けている。 
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0 3

0% 20% 40% 60% 80% 100%

全体

盲･ろう･養

高等学校

中学校

小学校

よくできる できる あまりできない できない

1

0

0

0

1

19

9

16

14

24

66

61

69

73

63

14

30

15

13

12

0% 20% 40% 60% 80% 100%

全体

盲･ろう･養

高等学校

中学校

小学校

十分身に付けている 身に付けている あまり身に付けていない 身に付けていない

26

15

13

5

42

38

44

38

44

35

36

41

49

51

23

0% 20% 40% 60% 80% 100%

全体

盲･ろう･養

高等学校

中学校

小学校

年間指導計画に基づいて行っている 年間指導計画はないが行っている 行っていない

３ 調査研究 
(１)目的：児童・生徒の性に関する知識・意志決定能力の実態を調査する。 
     性教育の指導形態・評価の実態及び意識を調査する。 
(２)方法：質問紙法による。 
(３)対象：研究員所属校教諭・養護教諭 

 小学校 中学校 高等学校 盲･ろう･養護学校 計 
教諭 ２１９ ８９ １０２ ５１ ４６１ 

養護教諭 ２２７ １０３ ７９ １３ ４２２ 
計 ４４６ １９２ １８１ ６４ ８８３ 

(４)実施時期：平成１５年７月９日～１８日 
(５)調査仮説：性教育の指導方法・指導形態・評価を工夫することによって、児童・生徒に知

識・意志決定能力が身に付くと指導者は考えている。 
(６)調査の結果 

① 児童・生徒の【知識・意志決定能力】に関する質問 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
  性に関する知識を「十分身に付けている」「身に付けている」と回答した割合は全体の２０％

で、中、高、盲・ろう・養護学校に比べ、小学校の割合がやや高かった。「性に関して自ら考

え自ら判断し行動することができる」については、「よくできる」「できる」と回答した割合

は全体で２０％に満たなかった。 
② 性教育の実施状況に関する質問       

                        学校における性教育は、年間指導計画を 
                     立て、教育活動全体を通して実施する必要 
                     がある。性教育を実施している割合は全体 
                     で６４％、最も高い小学校では７７％、最 
                     も低い中学校では４９％であった。「年間指 
                     導計画に基づいて行っている」と回答した 
                     割合は、全体では２６％であった。実施率 
                     の最も高い小学校では４２％、最も低い中 
                     学校では、５％であった。 

グラフ１ 児童・生徒は性に関する知識を身に

付けていると思うか 
グラフ２ 児童・生徒は性に関して自ら考え  

     判断し行動できると思うか 

グラフ３ 学級や学年を対象とした性教育を 
実施しているか 
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0% 20% 40% 60% 80% 100%
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46
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46

54
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58

67

54

0% 20% 40% 60% 80% 100%

全体

盲･ろう･養

高等学校

中学校

小学校

指導方法を工夫している 指導方法を工夫していない

13

68

71

5

41

5

7

19

4

20

11

1

5

5

12

21

5

7

9

9

14

1

24159

0 40 80 120 160 200

その他

男女別

学年全体

少人数制

ゲストティーチャー

Ｔ．Ｔ

人数(複数回答)
小学校 中学校 高等学校 盲･ろう･養護学校

91

158

105

114

293

18

34

22

24

71

6

30

1

22

70

6

11

10

10

20

0 100 200 300 400

総合的な学習の時間

特別活動

道徳

体育・保健体育以外の教科

体育または保健体育

人数(複数回答)小学校 中学校 高等学校 盲･ろう･養護学校

③ 性教育を行っている教科等に関する質問 
                            性教育を行っている教科等は、 

「体育または保健体育」と回答し 
た人数が最も多かった。 

次いで「特別活動」「体育・保健 
体育以外の教科」「道徳」「総合的 
な学習の時間」と続いている。 
 
 
 

 ④ 指導形態の工夫に関する質問 
                            「指導形態を工夫している」と 

回答した割合は、全体で５６％、 
小学校で５８％、中学校で４５％、 
高等学校で４８％、盲・ろう・養 
護学校では８７％であった。盲・ 
ろう・養護学校での割合が特に高 
かった。 

 
                            どのような指導形態の工夫がさ 

れているかというと、全体では「Ｔ． 
Ｔ」が最も多く、次いで「学年全 
体」「男女別」と続く。中学校では 
「ゲストティーチャー」「学年全 
体」が多かった。高等学校では「ゲ 
ストティーチャー」「少人数制」が 
多かった。盲・ろう・養護学校で 
は「Ｔ．Ｔ」「少人数制」が多く、 
校種による差がある。 
 

⑤ 指導方法の工夫に関する質問 
                            「指導方法を工夫している」と 

回答した割合は、全体で４６％、 
小学校も４６％、中学校で３３％、 
高等学校で４２％、盲・ろう・養 
護学校では８１％であった。「指導 
形態の工夫」での回答と比較する 
と、割合は低かった。 
 

グラフ４ どの時間に実施しているか 

グラフ７ 指導方法を工夫しているか 

グラフ６ どのような指導形態の工夫をしているか 

グラフ５ 指導形態を工夫しているか 
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養護学校

高等学校

中学校

小学校

評価規準に基づいて評価を行っている 評価規準はないが評価を行っている

評価をしていない

25

2

21

53

26

17

47

39

71

6

1

8

4

3

4

6

1

2

11

8

1

3

7

15

1

4

7

3

2

3

5

9

12

7

7

2

0 10 20 30 40 50 60 70 80 90 100

その他

ピアカ ウンセリング

ブレイ ンストーミンク

掲示物等を活用した発表会

ディベート、ディスカ ッショ ン

ケーススタディ

ロールプレイ ング

フィールドワーク

調べ学習、課題別学習

人数(複数回答)

小学校 中学校 高等学校 盲･ろう･養護学校

   指導方法の工夫では「調べ学習、課題別学習」が最も多かった。ただし、回答総数の１０％ 
に満たない人数であった。校種別で多かったものとしては、小学校では「調べ学習」「ロール 
プレイング」「掲示物等を活用した学習発表会」、中学校では「ブレインストーミング」「ロー 
ルプレイング」、高等学校では「ケーススタディ」「ピアカウンセリング」、盲・ろう・養護学 
校では、「ロールプレイング」「ディベート」が挙げられている。 
⑥ 評価に関する質問 

 評価の実施率は、全体で４０％に満たず、 
評価規準に基づいて評価を行っているのは、 
わずか１４％であった。性教育における評 
価は十分行われていないことが分かった。 

 
 
 
 
（７）調査仮説の検証 
                         
 
 
 
 
 
 
 
 
 
  
                            表１ 

知 識 意志決定 分 類 

身に付けている できる 身に付けている群 

身に付けている できない 不 十 分 群 

身に付けていない できる 不 十 分 群 

身に付けていない できない 身に付けていない群

児童・生徒の知識についての質問において、「十分身に付けている」もしくは「身に付けている」に回答していれ

ば「身に付けている」とし、「あまり身に付けていない」もしくは「身に付けていない」と回答していれば「身に付

けていない」とする。 

児童・生徒の意志決定能力についての質問において「よくできる」もしくは「できる」に回答していれば「でき

る」とし、「あまりできない」もしくは「できない」に回答していれば「できない」とする。 

 表１のように、「身に付けている

群」「不十分群」「身に付けていな

い群」に分けて、χ２検定を行った。 
（無回答は除外） 

グラフ８ どのような指導方法の工夫をしているか 

グラフ９ 性教育を行う際、評価を行っているか 
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①知識・意志決定能力と実施状況  
                         
 
                         
 
 
 
 
 

② 知識・意志決定能力と指導形態の工夫 
                        指導者は、自身が行っている指導形態の工 

夫は、児童・生徒の知識の定着や意志決定能 
力に関連はないと考えていることが分かった。 
男女別・学年別といった従来の指導形態では、 
児童・生徒に知識・意志決定能力が身に付き 
にくいと考えている。  

③ 知識・意志決定能力と指導方法の工夫  
                        指導者は、自身が行っている指導方法の工 

夫は、児童・生徒の知識及び意志決定能力に

有効ではないか(p<0.1)と考えていることが分 
かった。指導方法について、さらに工夫を重 
ねていけば、より充実した指導を展開できる 
のではないかと考えられる。 

④ 知識・意志決定能力と評価の工夫     
                        指導者は、性教育における評価の実施は児 

童・生徒の知識の定着や意志決定能力の定着 
に有効であると考えていることが分かった。 
性教育における評価の重要性を再確認し、評 
価について十分検討して指導を進めていく必 
要があると考えられる。 

（８）調査結果のまとめ 
 調査の結果、系統的かつ計画的な性教育が浸透しているとは言えず、性に関わる様々な課題に

対応できる指導が十分には行われていない実態が明らかになった。８０％の教員が、児童・生徒

に、性に関する知識や意志決定能力が身に付いていないと考えているにもかかわらず、計画的に

性教育を実施している教員が３０％に満たない理由を今後探っていく必要がある。 
 性に関する知識・意志決定能力を身に付けさせるには、年間指導計画に基づいて性教育を実施

すること、指導方法を工夫すること、評価を行うことが有効であると指導者は考えていることが

分かった。そこで、性教育の充実のためには、まず、指導者の性教育に対する共通理解を図り、

学校全体で計画的に実施していくことが必要である。さらに、実施にあたっては、その指導方法

や指導形態について従来行われてきたものを見直しつつ、工夫を重ねていくとともに、性教育に

おけるよりよい評価の在り方を十分検討して適切な評価を行っていくことが重要である。 

グラ フ１０　知識・意志決定力と実施状況とのクロ ス

20

40

43

38

36

43

42

24

14

0% 20% 40% 60% 80% 100%

身に付けていない

不十分

身に付けている

年間指導

計画に基

づいて実

施してい

年間指導

計画はな

いが実施

している

実施して

いない

グラフ１１　知識・意志決定力と指導形態の工夫とのクロス
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グラフ１２　知識・意志決定力と指導方法の工夫とのクロス
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グラ フ１３　知識・意志決定力と評価とのクロス
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 性教育を行うことによって、児童・生徒

に知識・意志決定能力が身に付くと考えて

いることが分かった。計画的な性教育の実

施が必要であると考えられる。 

p<0.01 有意差あり 

p<0.1 有意差なし 

p<0.1 有意差あり 

p<0.01 有意差あり 
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４ 実証授業

特別活動（学級活動）

小学校(1)

児童・生徒が性被害に巻き込まれる危険が増している昨今、小学生の発達段

階で研究主題をとらえたとき、性被害から身を守ることが何より重要であると

考えた そこで 児童自ら考え 判断・行動できる力をはぐくむことをねらいと。 、 、

した授業「社会の中の性～あなたなら、どうする？～」を実践した。

発達段階に応じた指導方法として まず 学習課題を理解しやすいように 中、 、 、

、 。 、学年ではパネルシアター 高学年ではロールプレイングを取り入れた さらに

児童一人一人が自分の問題として考え 表現できるように デイベート・フォー、 、

ラムやリレー対談を行った。

ディベート･フォーラムとは 自分の意志で肯定側・否定側を決定し 代表者、 、

以外の児童も フロアー として質問したり 意見を述べる機会が与えられる全「 」 、

員参加型の方法である リレー対談とは 小グループで人の意見を聞いたり 自。 、 、

分の考えを発表することで 全員が話し合いに参加できる方法である このよう、 。

な方法を用いることで 児童の意志決定能力や行動選択能力を養い 性被害から、 、

自らを守る力を育てたいと考えた。

指導形態としては グループ活動を取り入れたり ティーム・ティーチングの、 、

在り方を工夫したり、ＧＴ（ゲストティーチャー）を登場させたりした。

評価については 学習中のワークシートを工夫し １時間の学習を自己評価し、 、

やすいように振り返りカードを使用した。

中学年

① 題材名 第４学年 学級活動「社会の中の性～あなたなら、どうする？～」

② 題材について

ア 設定の理由

、 。中学年においては 低学年よりも自らの認識や行動が重要になってくる

そこで児童自ら考え 判断する場面を取り入れることで 危険から身を守、 、

る能力を育てたいと考え本題材を設定した。

イ ねらい

（ア） 適切な判断は自分で行い、自分の身は自分で守ることの大切さを認識する。

（イ） 外出時の約束を確認するとともに、自分で判断できないときは、保護者・担

任・養護教諭に相談することの大切さを再確認する。

ウ 指導の工夫

指導方法：ディベート・フォーラムを行い、自らの意志決定の根拠を明確に主

張することで問題の本質に迫れるようにしたり パネルシアターを用、

いることで状況を把握し、主体的に課題意識をもてるようにする。

指導形態：ティーム・ティーチングを工夫し、児童の実態を把握している担

、 、 。任と 専門的知識を有する養護教諭のよさを生かし 役割分担する
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③ 本時の評価

ワークシートや評価記録表を活用して、評価に生かす。

観 点 評 価 規 準 評価方法

観察関心･意欲・態度 ○意－① 安全な生活を送ろうとしている。

積極的にディベート・フォーラムに参加しようとしている ワークシート○意－② 。

思 考 ･ 判 断 自分のことは自分で考え、行動することの大切さに気付くことが 観察○思－①

きる。 ワークシートで

自分の考えを主張したり、この問題を真剣に考えることが○思－②

できる。

知 識 ･ 理 解 性被害からの｢危険から身を守る能力｣や｢危機回避能力｣の大切さ ワークシート○知－①

に気付く。

：関心･意欲･態度 ：思考・判断 ：知識・理解④ 本時の活動(Ｔ１:４年学級担任Ｔ２:養護教諭)○ ○ ○意 思 知

活 動 内 容 指導上の留意点 ＴＴ支援内容 評価

－②１ 本時のテーマを知る Ｔ１Ｔ２：本時の場面設定を Ｔ１パネルを動かす ○思

「あなたならどうする？」 パネルシアターで Ｔ２場面設定を話す

２ パネルシアターを見る 伝える

あなたは、４年生のＡちゃんです （略）。

夏休みのある日、習い事が終わって、Ｙち

ゃんは家に帰る途中です。帰りの曲がり角導

で、おなじ学級で仲よしグループのＭさん入

とＫさんに出会いました。Ｍさんは「これ７

から、となり町のお祭りに行くところ （略）分 」

Ｋさんは「これから、いっしょに行こう」と

Ｙちゃんを誘ってくれました。でも、Ｙちゃ

んが迷っていると、Ｍさんから「私のお母さん

がもう先に行って待っているから、心配いらな

いよ 「ねえ、３人で一緒に行こうよ」と誘われました。」

－②３ 自分の立場とその理由を考 Ｔ２：論題と場面設定を確認 Ｔ１ワークシートを ○思

える する 配布する

－②・ディベートフォーラムのルー ・行く、行かないに分かれて Ｔ１Ｔ２机間指導 ○意

ルを再確認する 席を決めさせ、代表児童を決展

める開

－②23 ４ ディベートフォーラムに参 ・途中で席を移動してもよい Ｔ２：レフェリーを ○思

加する ・フロアーからも発言させる 務める分

◎「ついて行く」派 ・作戦タイムを入れる(３分)

・気を付ければいい Ｔ１：意見が活発に

・行った方が楽しい 出るように支

－①◎「行かない」派 援する ○意

・危ない目にあうかも

・最近は事件が起きている

－①ま Ｔ１短冊からまとめ５ 危険予知、自己判断、自己 Ｔ１：状況に応じた判断は自 ○思

と る決定、自己責任の大切さに気 分で行い、自分の身は

め 本時の学びをま付く 自分で守ることを知ら Ｔ２

15 とめる・外出時の約束を確認する せる

－①分 Ｔ１シート回収・ワークシートに記入する Ｔ２：性被害を説明する ○知
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⑤ 授業より

、 「 、 」パネルシアターで場面設定を把握すると 児童の 友達について お祭りに行く

と判断したグループは 保護者がいるから大丈夫 電話をすればよい と考え 断「 」「 」 、「

って お祭りに行かない 派は 家族が心配する 迷子や誘拐の危険性がある と理、 」 「 」「 」

由を自分なりに考えていた ディベート・フォーラムでは 自分の意見を友達に伝え。 、

たり反対意見を聞いたりすることで、双方の意味を考えることができた。

また、自分の体を自分で守るためには 「出かける時は家族に連絡し、自分も気を、

付けたい 「先のことを考えて判断する 「危ない所には行かない」等、外出時の約束」 」

を守るだけでなく、危機回避能力が必要であること、自分自身の意志決定能力や行動

選択能力が重要になることに気付いた。

⑥ 実証授業の成果と課題

ア 成果

（ア） 小学校４年生では、家の人に告げてから出かけるのも「自分の身を守る」た

めの判断ととらえ､外出時の約束の確認行動は行動選択能力の要素となった。

イ パネルシアターは状況を理解させるために効果的であった また 児童の興（ ） 。 、

味・関心を高め、授業の展開にも有効であった。

（ ） 、ウ ディベート・フォーラムは児童が考えを出し合う学習方法として有効であり

新しい指導法の提案となった。

エ ティーム・ティーチングにより個別の支援ができ 一人一人の児童が自分の（ ） 、

問題として受け止め、しっかりと考えることができた。

イ 課題

（ア 「危険予知」や「自己責任」の重要性をしっかり押さえ、自分では判断できな）

いときの確認が必要である。

（イ） パネルシアターの場面設定では 「そのままついて行く」派が３名と少数で議、

論が深まらなかった ディベート・フォーラムで主張が偏らないよう工夫する。

必要がある。

（ウ） 内容が多く、時間の確保が難しかった。指導計画の工夫が必要である。

（ ） 。エ 一人一人を授業中に評価するためにはさらに評価方法を工夫する必要がある

高学年

① 題材名 第６学年 学級活動「社会の中の性～あなたなら、どうする？～」

② 題材について

ア 設定の理由

高学年においては、中学年での知識を基に児童自ら考え、判断・行動すること

に加え、よりよく問題を解決する資質や能力といった「生きる力」をはぐくむこ

とをねらいとして本単元を設定した。

イ ねらい

(ア) ロールプレイングを通し グループで考えた 見知らぬ人から話し掛けられたと、 「

きの対処の仕方」の課題を明確にし 実際の場合に役立つ知識を身に付ける。、
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(イ) 自分で考えている通りには行動できないことを実感し、常に適切な判断をしな

がら行動することが大切なことを知る。

(ウ) 適切な対処法を実践するためには日頃の練習が大切なことを知り、練習しよう

とする態度を養う。

ウ 指導の工夫

指導方法：リレー対談を行い 男女それぞれの意見を交換できるようにし 全員が意、 、

見を発表し、一人一人の意見を大切に聞くことができるようにする。

：ロールプレイングを行い､自分たちの意見が実際に正しい対処の仕方なの

かどうかを疑似体験できるようにする。

指導形態：ティームティーチングを工夫し、６年学級担任・養護教諭との複数の視

点を生かし、各班の話合い活動の支援や学習内容をより充実させる。

：ゲストティーチャーを招くことにより、実際の状況に近いものとする。

③ 本時の評価

学習カードやテーブルシートに貼っている付箋、ロールプレイングやチェックカード

を活用して評価に生かす。

観 点 評 価 規 準 評価方法
リレー対談に意欲的に参加し、自分の意見を積極的に発表し テーブルシートの○意－①
ようとしている。 付箋

関心･意欲･態度 ロールプレイングに積極的に参加している。 観察○意－②
性被害の防止に関心をもち 進んで学習に取り組もうとする チェックカード○意－③ 、 。
見知らぬ人から話しかけられたときの対処の仕方を考える。 観察・テーブルシ○思－①

思 考 ・ 判 断 見知らぬ人と接する場合、危険な状況にならないような行動 ートの付箋○思－②
をしっかりとろうとする。 ロールプレイング

チェックカード
行動する前によく考え判断の仕方が大切なことを理解する。 ワークシート○知－①

知 識 ･ 理 解 常に自分の身を守ろうとする意識があれば、見知らぬ人を思 観察○知－②
いやり、優しい気持ちで生活をしていくことができると理解

する。

：関心･意欲･態度 ：思考・判断 ：知識・理解④ 本時の活動(Ｔ１:６年学級担任Ｔ２:養護教諭)○ ○ ○意 思 知

活 動 内 容 指 導 上 の 留 意 点 ＴＴ支援内容 評価

１ 本時のめあて T1情報提示導

をつかむ。入

10

－②分 ○危険な場面での対処方法につい T2今までの学習を振り返る T2対処法の確認 ○知

て確認する。 ・逃げる

○今日の活動のめあてをつかむ。 ・大声で叫ぶ

－①２ 問題を知る。 ・助けを呼ぶ ○思

・お店・子ども

さあ、このあと、あなたはどうします？

社会の中の性

～あなたなら、どうする？～
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T1各グループから出された{あなたな 110番に駆け込む

らどうするカード}を異なるグルー など説明

プに配る。

○声かけの内容は、いろいろあるこ

とを伝える。

○見知らぬ人が、すべて悪い人では

ないことも伝えておく。

－①展 ３ 各グループに分かれ、話し合 T1､T2各班の話し ○意

いを行う。 合い活動を支援開

する。①

－①13 ○警戒しつつ、相手の様子を伺う ○リレー対談で話し合わせる。 T1､T2各班の代表 ○思

ために方策を考える。 ○付箋紙を使い まとめさせていく 者を決めるとき分 、 。

○自分に危険が迫っているのか、 ○意見がまとまった場合には、全員 の援助をする。

そうでないのか分からない状況 で話し合ってもよい。

での対処の仕方を考える。

－②展 ４ 話し合いの結果を基にロール T1司会､計時 ○意

プレイングをする。 T2次の班の代表開

－③② ○各グループから代表者を出し、 ○ＧＴは、あらかじめ役割分担を明 者の準備をする。 ○意

－②12 ＧＴとロールプレイングをする 確にしてロールプレイングをする 各班の課題を板。 。 ○思

○ＧＴと児童はロールプレイング後 書していく。分 、

役割解除を行う。

－①ま ５ ロールプレイングを通しての T1ロールプレイングの感想を聞き、 T1課題の板書 ○知

まとめをする。 練習の大切さを伝える。 T2正しい対処のと

○思っている通りに行動すること ○理解していても、思ったとおりの 仕方の説明。め

は難しいことを知る。 行動はなかなかできない。

○行動化につながるには、練習して

おくことが大切である。10

○万が一の場合は、家族か先生にし分

っかりと伝えることも大切。 T1記入指示と机

T2 危険の有無を判断するための視 間指導

点を説明する。 T2シート回収、

－②６ まとめのワークシートを記入 ○すべての人を疑うのではなく、困 点検 ○知

する。 っている人を助けることも大切。

⑤ 高学年の授業より（授業を通して）

問題を提示し リレー対談を始めると 近寄りすぎたら いけないよね 本当に困、 「 、 。」「

っている人かもしれないから ここまでは優しい対応にしよう などの声が聞こえてき、 。」

さぁ、みんなで考えよう！

実際に、やってみよう！
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た 提示された一つの問題からいくつもの対応の仕方がテーブルシートに貼られていっ。

た ゲストティーチャーを迎えてのロールプレイングでは 相手の言葉や状況に合わせ。 、

てグループで考えた対応をしようと懸命に取り組む姿があった なかなか考えていた通。

りにできないという経験を通して 日頃からの心がけの大切さを知り また具体的に何、 、

に気を付ければよいのかを理解していた いたずらに大人を怖がるのでなく しっかり。 「

と気を付けていれば 人に優しくすることができる と感想を寄せる等 今後の自分の、 。」 、

行動に生かそうとする意欲的な姿が見られた。

⑥ 実証授業の成果と課題

ア 成果

、 。(ア) 身近なところにも危険が存在することを 児童一人一人が気付くことができた

(イ) 小グループで話し合うことにより それぞれの意見交換が可能になり 活発な話、 、

合い活動につながった。

(ウ) ロールプレイングを通して、考えていた通りにはなかなか行動できないことを

８７％の児童が実感し、考えていた通りに行動した児童が１３％いた。

(エ) ゲストティーチャーを招くことにより、適度な緊張感をもちながらロールプレ

イングに取り組むことができた。

(オ) ９０％の児童が普段からよく考えて行動することの大切さを感じ、残りの１０

％の児童は、普段どおりの行動が正しかったと感じていた。

(カ) 授業後の児童の感想では、４２％の児童が用心の大切さを訴え、残りの５８％

の児童が他人を親切にする心を失ってはいけないと訴えていた。

イ 課題

(ア) 見知らぬ人から声をかけられた時に、相手の意図を推察しながらの行動を求め

る適切な発達段階をさらに明らかにしていく必要がある。

(イ) ロールプレイングにおいて、警戒心が強く出すぎてしまう傾向がある。

(ウ) 状況に応じた適切な行動を習慣化していくための手だてをさらに明らかにして

いく必要がある。
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中学校( )2

中学生は、思春期の体の変化の個人差が非常に大きい。また、性に対する興味・関心の

個人差や性に関する知識の個人差も大きい。興味・関心を強くもつ生徒は、メディアや友

達からの情報を知識とし、興味・関心を充足させていることが多く見られる。生徒の実態

から「自ら考える」という視点は乏しいように思われる。

研究主題としてあげた「生きる力」のうち、性教育においては、特に“自ら考え、主体

的に判断し、行動し、よりよく問題を解決する資質や能力”及び“自ら律しつつ他と協

調し、他人を思いやる心や感動する心など豊かな人間性 、具体的には、自他を尊重す”

る視点の基に、情報を選択し、自ら考える力を身に付けることが必要と考える。知識・

、 、 、理解に留まらず 体験的な学習などの指導方法の工夫により 実践力をはぐくむことが

現代の社会情勢の中で強く求められている。

特別活動（学級活動）

① 題材名 学級活動 「社会の中の性～性情報と互いの尊重」

② 題材について

ア 設定の理由
自ら考え、主体的に判断し、行動し、よりよく問題を解決する資質や能力をもつこ

とは、メディアリテラシーをもつことにも通じる。メディアの中に何気なく存在する

偏見や享楽的な情報などを受け止めてきた生徒たちに、自らを振り返り、自ら律しつ

つ他と協調し、他人を思いやる心をもつことの大切さに気付くことを豊かな人間性を

はぐくむ手だての一つと考えた。

本部会が実施した「性教育についての実態及び意識調査」の結果を見ても、性につ

いての知識を身に付け、自ら考え、判断し、行動することができる生徒の割合が少数

であるととらえることができる。

情報や風潮に流されることなく、自分の目で判断する力を育てていくために、性情

報の特徴や問題点を理解することが求められる。さらに、自ら考え、行動することの

基盤として、お互いを尊重する気持ちを身に付けさせることが重要であると考え、本

題材を設定した。

イ ねらい
（ア） 性情報の特徴と問題点を理解する。

（イ） 性情報の適切な選択によって正しい知識が身に付き、自ら意志決定するため

の基盤づくりに役立つことに気付く。

（ウ） 性情報の選択も、自らの意志決定・行動選択も、互いを尊重する気持ちが必

要となることを理解する。

ウ 指導の工夫
指導方法：ブレインストーミングにより、自らの意見を伝えるとともに、互いの意

見を聞き合う。

：自分たちの現状について自由記述させ、これを発表することにより、相
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手の気持ちを知る機会とする。

指導形態：グループワーク…少人数のグループで活動することにより、全員が自分

で考え、表現できる機会を確保する。

：ティームティーチング

○担任、養護教諭と複数の視点がある。

○ティームティーチングであれば、意見の集約を要するブレインストー

ミングなどのスムーズな進行が期待できる。

○配慮を要する生徒への個別対応が可能になる。

③ 本時の評価
観 点 評 価 基 準 評価方法

関心・意欲・態度 性情報の正しい選択について関心をもち、意欲的に学習に 個人シート、観察○ｰ１意

取り組もうとしている。

積極的にブレインストーミングに参加している。 観察○ｰ２意

思考・判断 性情報を客観的にとらえ、問題点に目を向け、自ら考え、 ワークシート○ｰ１思

判断することの大切さに気付くことができる。

自らを振り返り、互いに思いやりの心をもって接していく 振り返ってみよう○ｰ２思

ことの大切さを認識する。 ～記入用紙、

ワークシート

知識・理解 性情報に対して批判的にとらえる視点があることに気付く ワークシート○ｰ１知

ことができる。

意見を集約し、問題点を読み取ることができる。 ワークシート○ｰ２知

意 ：関心･意欲･態度 思 ：思考･判断 知 ：知識･理解④ 本時の活動（Ｔ１：担任Ｔ２：養護教諭） ○ ○ ○

活 動 内 容 指導上の留意点 ＴＴ支援内容 評価

意 ｰ１導 ◎どんなところから、性情報を得 机は班の形にする 指示T2: ○
入 ているかを班で出し合う 机間指導T1:
５

分

意 ｰ２◎ブレインストーミング 性情報を提示する 性情報提示T2: ○
○雑誌記事を基に、ブレインス 性情報､印刷T1:

トーミング用ワークシートを 物配布

個々に記入する

・この記事の内容は本当でしょうか 机間指導T2:
展 ・この記事を読んであなたはどう 配慮を要するT1:

思いますか 生徒の援助

開 ◎各班の中で意見を発表する 短冊 カ ー ド にT1/T2:
雑誌Ａに対して 緑 書かれた意見を:

○発表された意見を短冊に書く 雑誌Ｂに対して 黄色 カテゴリー化し:
お互いの意見の違い ながら
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知 ｰ１○黒板に貼ってある短冊から互 や特徴などに注目さ 黒板に貼る ○
思 ｰ１いの意見を知る せる ○

◎出た意見のまとめを聞き、互い ：尊重されなT2
を尊重する視点が欠けている性 いことでどんな

情報には、問題点が多いことを この記事が互いを尊 思いがするのか

知る 重しているものかど 知らせる35
◎メディアリテラシー うか考えさせる ：理解が難しT1
○正しい情報を選ぶ力を養うため い生徒の支援

分 に、互いを尊重する気持ちが必

要であることを知る

○性情報を適切に選択することが

必要であると気付く

◎自分たちの行動を振り返る ペンネーム記入 机間指導T1/T2:
○身近な「互いを尊重していない （他人の名前は記入

思 ｰ２ま 言動」をシートに記入 しないこと） 発表T2: ○
シート回収T1:

と ◎自らに目を向ける 特定されるものにつ

○自分たちの身近にも、間違った いては配慮する 担任として、T1:
め 性情報や、互いを尊重し合わな 級友同士が互い

いことで不快な思いをするケー を尊重し合うこ

スがあることを知る とでよりよい集

団づくりができ

ることを伝える10

知 ｰ１ 知 ｰ２分 ◎まとめのワークシートを記入す ワークシートは記名 記入指示T2: ○ ○
る の上回収

⑤ 中学校の授業より

ア ブレインストーミングについて 「ゲーム感覚で学べて楽しかった」という感想、

が聞かれ、体験的な指導方法の効果が得られた。

イ 生徒が記入した「振り返ってみよう～記入用紙 「まとめのワークシート」を」

、 「 」 。まとめたものを教材にして 各クラス 自他の尊重 について学級活動を行った

（１時間）その結果、互いを尊重する視点がさらに深まり、生徒の日常的な会話

の中にも配慮が見られるようになった。

ウ 「振り返ってみよう～記入用紙」から対人関係のトラブルを見取ることができ、

適切な対処につながった。
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⑤ 実証授業の成果と課題 
ア 成果 
（ア） 性情報には、明らかに誤っていたり、偏っていたりするような内容があることを

理解し、情報を選択する上で、自ら考え判断することの大切さに気付くことがで

きた。また､最後に自分の生活に結び付けたことで、実践力育成の一助となった。 
（イ） 意志決定・行動選択において、互いを尊重する気持ちが基本として必要であるこ

とを確認できた。 
（ウ）生徒にとって身近にある題材を教材として授業展開したことにより、生徒が興味

をもって落ち着いて学習に取り組むことができた。班形態で机を並べていたが、

まとめの時、体をしっかり養護教諭の方へ向け、ひきつけられてよく話を聞いて

いる様子を観察することができた。また、ブレインストーミング中も活発な意見

交換が行われていた。 
（エ）ブレインストーミングを行うことにより、生徒が自分の考えを相手に伝え、相手

の多様な考えを聞くことができ、自分の考えを深め、他者を尊重し理解しようと

する能力を高めた。 
（オ）ワークシートを活用することにより、生徒が自分の考えを整理し、意見をまとめ

ることができた。また、評価の資料として有効であり、継続した評価に利用でき

た。 
（カ）授業後、担任は、授業で使用したプリントを活用して学級活動を行ったり機会あ

るごとにその情報を生かした生徒指導を行ったりしている。また、保護者会の学

級懇談で参考資料とし、保護者とかかわりを深める手段として活用した。このこ

とにより、学習を発展させる形となる TT の指導方法の利点を確認することがで

きた。 
（キ）性の問題は極めて個人的な問題であり、生徒の心情として吐露しにくい部分でも

ある。プライバシーの問題も含めて、机間指導やワークシートの取扱いなどに慎

重な配慮が必要であることが再確認できた。 
（ク）帰国子女の生徒に対し、英語で翻訳した別のワークシートを用意するとともに、

授業に集中できない生徒に対し、担任と情報交換・連携を密にする等個別の配慮・

対応をすることにより、全員が学習に参加することができた。 
イ 課題 
（ア）全体計画、年間計画をもって性教育を取扱ってはいるが、教育課程に明確に位置

付けて実施していくことが必要である。 
（イ） 発達段階に応じた心身の発育や発達の特徴をとらえ、教材作成時に考慮・工夫す

る必要がある。また、視覚に訴えるなど、指導方法の工夫についても改善の余地

がある。 
（ウ）ねらいを押さえ、一単元で取り上げる指導内容を絞り込む必要がある。 
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(3) 高等学校 

高校生の時期は心身の発育や発達の個人差がより大きく現れ、性機能の成熟に伴う心理

的な変化も著しくなる。また、活動範囲が広がり交友関係に変化が出てくる時期でもある。 

現代は性情報が氾濫し、性犯罪に巻き込まれる危険も多くなっている。また、性に関す

る観念やモラル、価値観が変化し多様化している状況にある。そのため高校生の直面する

問題は多様化・複雑化してきている。このような状況に対応して、適切な意志決定や行動

選択ができる力を身に付けることが求められる。高校生における適切な意志決定能力や行

動選択能力とは、社会における自己の役割と責任を自覚し、異性を尊重する態度を身に付

け行動できることである。しかし本部会の実施した「性教育についての実態および意識調

査」の結果では、80％の教員が、生徒に性に関する知識や意志決定能力が身に付いていな

いと感じている。 

このような実態を踏まえて研究主題に迫るとき、高等学校では、自ら考え、主体的に判

断し、行動し、よりよく問題を解決する資質や能力を養うことを中心に授業研究に取り組

むこととした。題材は、生徒の関心が高い性に関する情報への対処方法をとりあげた。指

導方法・指導形態の工夫として、一人一人が学習に取り組むことができるようにケースス

タディをグループワークで扱った。さらに他者との意見交換を行い、自らの意志決定に生

かすためディスカッションを採用した。また、きめ細かなかかわりを目的にティームティ

ーチングを取り入れた。評価については、小中学校と同様、学習中のワークシートと自己

評価シートを併用した。 

 

特別活動（ホームルーム）指導 

① 題材名   性に関する情報と性行動 

② 題材について 

 ア 題材設定の理由 

中高生の 25.6％が出会い系サイトにアクセスし、そのうちの 45％の生徒が直接相

手に会うといった体験をしている（平成 13 年上半期警察庁調査）。出会い系サイト

にアクセスする理由としては「ひまだから」や「異性の友達がほしかったから」と

いった理由があげられており、出会いの場として気軽にアクセスしている姿が見え

隠れする。近年の携帯電話の普及もあり、生徒にとって出会い系サイトは身近なも

のとなっている。一方、出会い系サイトにアクセスした生徒が巻き込まれる事件も

起きている。被害者の年齢で一番多いのは、18 歳未満の 1273 件（全体の 84％）で

ある（平成 14 年度警察庁検挙件数）。 

生徒のうち何人かは出会い系サイトにアクセスし、直接本人と会うという経験も

している。ひまなときの遊び相手等に利用している例もある。保健室でも「メール

の友人」の話を聞くことがある。しかし、被害が公になることは少ないため、出会

い系サイトによる被害を身近なものと考えられない生徒は、気軽にアクセスしてい

る。また、未経験者も身近に犯罪に巻き込まれた等の話がないからか、出会い系サ

イトに対する恐怖感は薄い。そこで、多くの出会い系サイトは高校生にとって有害
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なメディアになるという視点をもたせるため、本題材をとりあげた。 

イ ねらい 

(ア) 匿名性に潜む危険を理解する。 

(イ) 出会い系サイトに対する自己の態度を決める（意志決定）。 

(ウ) 出会い系サイトにまつわる犯罪等に巻き込まれないための防衛策を考える。 

ウ 指導の工夫 

指導方法：生徒の理解の状況に応じて、イメージをふくらませるためブレインス

トーミングを取り入れた。 

具体的にイメージできるようケーススタディを提示する。 

それぞれが考えた意見の発表とともに、他者の意見を聞く場としてディ

スカッションを行う。 

指導形態：少人数のグループワークによって、一人一人が学習に取り組むことで

きるようにする。 

きめ細かな支援を目的にティームティーチングを取り入れる。 

 

③ 本時の評価 

評 価 の 観 点 評 価 規 準 評価方法 

関心・意欲・態度 

○意－① 

○意－② 

○意－③ 

・メールからの性情報を正しく選択しようとしている。 

・自分の意見を発表し、人の意見を聞くことができる。 

・積極的にグループワークに参加する。 

観察 

短冊 

ワークシート 

思 考 ・ 判 断 

○思－① 

○思－② 

○思－③ 

 

・メールの文章から課題を見付けようとしている。 

・出会い系サイトにまつわる犯罪から身を守る方法を考えられる。 

・授業で得た情報等を基に、出会い系サイトに対する自分の態度を

決めることができる。 

観察 

プリント 

知 識 ・ 理 解 
○知－① 

○知－② 

・ケース（事例）の内容を理解している。 

・出会い系サイトは犯罪に巻き込まれる可能性があることが分かる。 

観察 

短冊 

ワークシート 

 

④ 本時の活動 

◎ケース内容 

 友達とふざけ半分で出会い系サイトにアクセスしていたＡさん（17 歳）は、合コン募集のメールを見付

けメールのやり取りを始めました。相手の女の子たちは２人。年も同じです。携帯で撮影した写真付きでこ

んなメールが届きました。 

 Ａさん、こんばんは。これから私たちは横浜に出かけるんだけど、Ａさんも友達誘って来な

い？一緒に遊ぼうよ。車は先輩が出してくれるから心配ないよ。 

 写真送るから見て気に入ったら返事ちょうだい。 

 それじゃーね。バイバイ。  

     →行く：０人、行かない：14 人（１クラス、在籍数 18 名、欠席４名） 

◎生徒の声 

○メールの写真では相手の人数が分からない。 

○先輩とは危ない人たちかもしれない。 

○車っていうのがこわい。 

○自分が知らないことばっかりだから。こわい 

○行くのがおっくう。かのじょがいるから。 

○しょっぱなから車は危ない。 

○電車に乗って行くのは遠い。金ない。 

○知り合いじゃないのに会ってもつまらない。

このケースで実施した授業では、生徒全員が「行かない」との結論を出した。この

結果を受け、ケース内容を変更する必要があると考えられた。新たなケース考案の際に

は、日頃の生徒のメール事情に近い内容を心がけた。 
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（T1：学級担任、T2：養護教諭）○意関心・意欲・態度 ○思思考・判断 ○知知識・理解 

 活 動 内 容 指導上の留意点 Ｔ Ｔ 支 援内 容 評 価

導
入
１
０
分 

 

ブレインストーミング 

作業１ 

・「出会い系サイト」からイ

メージする言葉を、各自

で短冊に記入する（１つ

１枚） 

・班毎に記入枚数発表 

・記入した短冊を、プラス

イメージとマイナスイメ

ージに分けて発表 

 

 

机は班の形 

（１つの班は数人） 

・話せる子と話せない子に

配慮して班分けをする 

 

T2:ブレインストーミング

進行 

T1:短冊配布 

 

○意－③ 

展 
 

開 
 

 
 

 

３ 

０ 

分 

 

ケーススタディ 

作業２ 

・ケースを見て、会いに行

くか、行かないか、を決

める 

・その理由についても記入

させる 

 

グループワーク 

（意見交換をさせる） 

・行く場合の留意点 

・行かない場合の断り方 

 

班としての結論を出させる 

・グループの結論ごとにま

とめのワークシートを記

入させる（行く《Go Go!》、

行かない《No! Stop!》） 

 

発表 

 

ケースを黒板に掲示 

 

 

プリントに記入 

 （質問等があるときは挙

手をするように指導）

 

 

 

班の意見をプリントに記

入 

 

T1:ワークシート配布 

 

T1:メールを読む 

T1,T2:机間指導 

 

 

 

 

T1:進行。 

T2:グループワークシート

配布、進行補助 

 

 

○意－① 

○思－① 

○思－② 

○知－① 

 

 

 

 

○意－② 

○意－③ 

○思－② 

○知－② 

ま
と
め
５
分 

 

出会い系サイトに関しての

自分の態度を明らかにする 

 

自己評価カード記入 

 

ワークシートは回収 

T2:実際に被害にあった場

合の対処法についても

ふれる 

T1:保健室での相談につい

てふれる 

T2,T1:ワークシート回収 

 

○思－③ 

○知－② 

◎ケース内容 

 ２年間付き合っていた彼と別れたＡさんは、２週間前から出会い系サイトで知り合った２歳年上のＢ君と

メールの交換をしています。携帯電話で写真も交換済みです。 

先日、Ｂ君からこんなメールが届きました。 

Ａさん、今度ごはん食べに行かない？  

    →行く：14 人、行かない：29 人（３クラス、在籍数 47 名、欠席４名） 

◎「『行く』と答えた」生徒の声     ◎「『行かない』と答えた」生徒の声 

○出会い系サイトも１つの出会いだし、ごはんぐらい

ならかまわない。 

○ヒマだから。 

○楽しそうだしおごってもらえるから。 

○自分の地元近辺で遊ぶ（帰れなくなるとこまる） 

○ともだちをつれていく。 

○とりあえず、友達の輪を広げるために行く。 

○会って話してみたいから。 

○相手がもしも「危ない」人だったときのために仲間

を集めておく。 

○あやしい場所、人間に注意する。 

○自分の欲望が満たされる。 

○不安。 

○こわい。だるい。 

○危険そうだから。 

○別れたあとすぐに、そんな気になんねえよ。 

○きもち悪い。そんな軽くはない。 

○行くのがめんどくさいから。 

○たった２週間では相手の事が信用できないから。

○ごはんだけじゃ済まなそうだから。 

○メールの写真が本物かどうか分からん。 

○携帯電話の料金が安くなる。 

○自分の時間が長くなる。 

○忙しいから行けないと言う。 

○断ってもなお、しつこく誘われたら、携帯電話の

番号･アドレスを変える。 
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⑤ 個人へのケーススタディ活用例 

 休憩時間や放課後を利用し、保健室に来た生徒に対してケーススタディを提示し、ケ

ースに関する意見を集約した。ケーススタディに回答した生徒たちは、全員「会いに行

かない」という結論を出した。その理由は、しっかりとした一人一人の意志がみえるも

のであった。保健室でのケーススタディの活用からも、生徒たちの実態をつかむことが

できたように思われる。また、生徒とのコミュニケーション手段として活用できたこと

も新しい発見であった。 

 

高等学校の成果と課題 

 

① 成果 

ア どのような情報に気を付けるのかに気付くことができた。 

イ 出会い系サイトの危険性について理解できた。 

ウ 出会い系サイトに対する態度を決めることができた。 

エ 危険を回避する能力が身に付いていることが確認できた。 

オ グループワークとワークシートから、生徒の意識・考え等を把握することができた。 

カ ワークシートの活用により生徒が見通しをもって学習に取り組めた。 

キ 自己評価カードを利用したことにより、生徒自身が自己を振り返る機会となった。 

ク ティームティーチング形式の授業に養護教諭が参加することにより、担任等との情

報交換・連携が図りやすくなった。 

ケ 養護教諭が授業に参加することで、相談ニーズをもった生徒へ働きかけることがで

きた。 

コ 自分の体験を振り返り、実生活に結び付けることで、課題をより身近にとらえさせ

ることができた。 

サ ライフスキル的技法も個別指導に適用することができる。 

 

② 課題 

ア グループワークを活性化させる工夫が必要だった。 

イ 生徒の発言を生かした授業展開にすればよかった。 

ウ 自己評価カードの生徒への返し方と積み上げ方の工夫が必要である。 

エ 学習内容の日常化を図るため、他教員との連携を密に行い、計画的・系統的に保健

学習を実施していく必要がある。 

オ 問題解決能力はすぐに身に付くものではないため、継続的な指導が必要である。 

カ 集団指導・個別指導の指導形態の相互性を重視し、さらにより効果的な指導を行う

ための工夫が必要である。 

キ 同世代の共感性・共有性を活用した相談活動・形態の工夫が必要である。 

ク 他教職員、保護者、関係諸機関との連携の工夫が必要である。 
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(4) 養護学校（知的障害） 
   養護学校には、障害・疾病によって異なるが、小・中・高等学校の児童・生徒と同じよ

うに、心身の発育・発達が進むとともに、悩みや不安を抱える思春期の児童・生徒がいる。

また、氾濫する様々な性情報から、性に関する簡単な知識をもっている生徒もいる。しか

し、自分の意志を相手に伝えることや言葉ではっきり断わることが苦手な児童・生徒にと

っては、犯罪に巻き込まれたり、性被害に遭遇したりする可能性が考えられる。 
児童・生徒が主体的に学習するために、発達段階に応じたグループ編成や参加型の指導

形態をとり、知識・理解を図った上でさらに実践力を高めるために、教師や生徒によるロ

ールプレイングを取り入れた保健指導を行った。 
① 題材名 高等部 第１学年（中軽度グループ） ｢人とのかかわり方｣ 
② 題材について 

   ア 題材設定の理由 
本校高等部１年生は、目上の人に対して、不適切な行動や言葉遣いをしていたり、

相手が困る行動をしてしまっていたりすることが多い。また、異性に興味・関心をも

ち始め、その付き合い方に悩んでいる生徒もいる。そして世間では、同年代が性被害

や暴力を受けたという事件が頻繁に起こっており、生徒もそのことを知っている。し

かし、同様のことが自分たちにも起こる可能性があるという危機感はなく、自分から

意識して気を付けて生活しているという危機回避能力を身に付けている生徒は少ない。

また、そのような場面に遭遇したときに、適切な対処ができる生徒も同様に少ないと

考える。 
     地域での社会生活をしていくうえで、人とうまくかかわっていく力、また、それを

踏まえて、自分の現在の生活を振り返り、自ら考え、適切な行動をする実践力を身に

付けさせたいというねらいから本単元を設定した。 
イ ねらい 

人（友達、目上、異性、知らない人）との望ましいかかわり方を学ぶ 
 ウ 指導の工夫 

指導方法：生徒が言葉や文章だけの説明では、場面の状況などを理解することが難

しいので、ロールプレイングを行った後で、ワークシートで再度、文章

と言葉での説明を加えて、生徒に場面状況を印象付けてから自分ならど

のように対処するか考えさせるようにする。 
     実際に他者とのかかわりで困ったときに適切に対処することができる

かを確認するため、代表者による体験の時間を設定する。 
         指導形態：発達段階に応じたグループ編成をし、それぞれのグループに合った指導

を行う。 
ティーム・ティーチングにより、授業全体を進める教師と生徒の指導や

ロールプレイングをする教師とに役割分担し、生徒にきめ細かい指導が

行き渡るようにした。 
机は班の形にし、周囲の友達との相談など、かかわりをもつことができ

るようにする。 
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③ 単元指導計画 
時 学 習 内 容 留 意 点 
１時 ｢友達、目上の人とのかかわり方｣ 

・ロールプレイングを通して、自分の生活を振り返り、友達

や、目上の人との適切なかかわり方を考える 

友達感覚で目上の人とかかわることは、

不適切であると気付くようにする。 

２時 ｢異性とのかかわり方（あなたならどうする？）｣ 
・ロールプレイングを通して、自分の生活を振り返り、異性

との適切なかかわり方を考える 

異性とかかわるときには、思いやりの心

をもって接することが大切だと気付く

ようにする。 
３時 
本時 

｢知らない人とのかかわり方（あなたならどうする？）｣   

・ロールプレイングを通して、自分の生活を振り返り、知ら

ない人との適切なかかわり方を考える 

日常生活には、気を付けなければいけな

い場面がたくさんあることに気付くよ

うにする。 
④ 本時の評価 
観 点 評 価 規 準 評価方法 

関心・意欲・態度 

○意 -① 自分の意見を言ったり、書き示したりすることができる。 

○意 -② 他の意見に賛同したり意見交換をしたりすることができ

る。     

○意 -③ 積極的にロールプレイングに参加する。 

ワークシート 

思 考 ・ 判 断 

○思 -① 知らない人とのかかわりの中で、気を付けなければならな

い場面を判断することができる。 

○思 -② 知らない人から受ける犯罪から身を守る方法を考えられ

る。 

○思 -③ 自分が考えた対処方法を、ロールプレイングで実践するこ

とができる。 

観察 
ワークシート 

知 識 ・ 理 解 
○知 -① ロールプレイングでの場面状況を理解している。 

○知 -② 困ったときのいくつかの対処方法が分かる。 

観察 
ワークシート 

⑤  本時の活動(T１～T５) 
時 活動内容     指導上の留意点 ＴＴ支援内容 評価 
導

入

５

分 
 

前回の授業｢異性とのかかわり方｣を復習 
          ↓ 
本時は｢知らない人とのつきあい方｣について

学習することを伝える。 

机は班の形（４班） 
１班６名 
２班６名 
３班６名 
４班７名 

T1：リーダー 
T2：１班担当 
T3：２班担当 
T4：３班担当 
T5：４班担当 

○意 -① 

《ロールプレイング》 
ロールプレイングの方法や留意事項について

説明する。 

 
 

① 知らないお兄さんやお姉さんに 
 ｢カラオケに行こう｣と声をかけられた 

 
 

↓（あなたならどうする？） 
ワークシートに自分の考えを記入する。 
       ↓ 
生徒代表によるロールプレイング  

 
 
 

② ｢お母さんが事故で病院に運ばれ 
  たから、一緒に車で病院に行こう｣ 
  と言われた 

 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
展 
開 
 
35
分 
 

↓（あなたならどうする？） 
ワークシートに自分の考えを記入する。 
       ↓ 
生徒代表によるロールプレイング  

・ロールプレイング

の後、ワークシー

トで再度、場面状

況 を 確 認 し な が

ら、考えを記入さ

せる   
         
・なかなか考えが

まとまらない生徒

については、教師 
 が手助けを行う 

※T１：状況説明 

 
 
① 
T2：誘われ役  
T3､T4：誘い役 
 
 
 
 
② 
T2：誘われ役 
T3：誘い役 
 
 
 
 
 
 

○意 -③ 
 
 
 
○思 -② 
 
 
○知 -① 
 
 
 
 
○思 -③ 
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③ ミニスカートを履いて電車に乗っ

たら、じろじろ見られてしまった 
 
 

↓（あなたならどうする？） 
ワークシートに自分の考えを記入する。 
       ↓ 
生徒代表によるロールプレイング  
 

 
 

④ 派手な服装で男性とデートして 
 いたら、恐喝にあった。 

 
 

 

↓（あなたならどうする？） 
ワークシートに自分の考えを記入する。 
       ↓ 
生徒代表によるロールプレイング  

 ③ 
T2：被害者役 
 
 
 
 
 
④ 
T2､T3：被害者役 
 
※T5：ロールプレ

イング中、机間

指導 

 
 
 
 
 
 
○思 -② 

ま

と

め

10
分 
 

本時のまとめ 
・嫌なことは、はっきり断る 
・嫌なことをされそうになったら声を出す 
・困ったことが起きたら、保護者や教員など

にすぐに相談する 
・外出時の服装は注意する 

 ・T2、T3、T4、  

 T5 はワークシ  

 ートが記入でき 

 ているか確認す 
 る 

○知 -② 
 

⑥ 高等部１年生の授業より 
ア ３回の実証授業で、教員や生徒、人形を用いてのロールプレイングを行ったことによ

り、生徒の授業への興味・関心、意欲の向上につながった。また、はじめにロールプ

レイングを見てから考えるという方法をとったので、生徒も３回目の授業では活動に

見通しをもつことができ、考えや意見も多く出るようになった。 
イ 友達、目上の人、異性、知らない人とのかかわり方についてそれぞれ学習してきて、

所々で友達や目上の人とのかかわり方に気を付けていたり、友達がとった行動を、お

かしいと判断して注意をしたりする生徒が少しずつ見られるようになった。 
⑦ 実証授業の成果 
ア ロールプレイングを数回行うことで、生徒は集中を継続させることができた。また、

文章や言葉だけでは理解することが難しい生徒も、場面状況を理解し、普段の生活を

振り返りながら自分で意志決定・行動選択し、対処方法を考えることができていた。 
イ ワークシート上では適切な考えを記入することができていたが、体験の場面では、考

えていたことが何もできずに、誘い役の教師に押し切られてしまう生徒が多く、断ろ

うと考えていても、実践力が伴っていない実態を明らかにすることができた。 
ウ 代表生徒によるロールプレイングでは、教師側が、適切に対処できるかを確認しただ

けでなく、他の生徒にとっても、その対処方法が適切であるか判断する機会となった。  
⑧  今後の課題 

実証授業では、友達とのかかわりはあったがロールプレイングの設定場面が多く、対処

方法を考える時間、確認する時間が少なくなってしまった。今後も、生徒が意欲的に取り

組むことができる授業内容の検討、指導形態・方法の工夫、視聴覚教材の研究・開発が必

要である。また、生徒は、性に関する知識をもち、考えたり、発表したりすることはでき

るが、実際の場面での実践力は伴っていない。今後は、さらにもっている知識を生かし、

問題を解決する力を高めていくことが課題であるとともに家庭との連携が必要である。 
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Ⅳ 研究のまとめと今後の課題    
 

１ 研究のまとめ 
健康教育部会は、研究主題「生きる力をはぐくむ性教育の展開と評価の工夫」を受け、昨年

度までの校種別の分科会に加えて、小学校、中学校、高等学校及び盲・ろう・養護学校合同で

３つの分科会を構成して研究を進めた。児童・生徒の発達段階の特性及び校種間の連携に視点

を当てるとともに、性教育の指導方法・指導形態や評価方法の工夫・改善に取り組んだ。 
主題設定・調査研究分科会では、子どもたちを取り巻く環境が急激に変化している現状から、

性に関する様々な課題に適切に対処できる児童・生徒の育成を目指して研究主題を設定した。 
研究を進める上での概要や視点について考察するとともに、教諭・養護教諭を対象に意識調

査を行った結果、「年間指導計画に基づいた性教育の実施や、指導方法・評価の工夫によって、

児童・生徒は性に関する知識や意志決定能力が身に付く」と感じていることが明らかになった。 
指導計画・評価分科会では、学習指導要領等を基に、健康教育における性教育の位置付けを

明らかにした。調査結果を受けて評価の必要性を確認し、小・中・高等学校の発達段階に応じ

た性教育の目標を受け、観点別に評価規準を作成した。また、児童・生徒が自己の学習の状況

を振り返り、学習課題を適切に評価するために自己評価を取り入れることとし、自己評価カー

ドを工夫した。この自己評価カードを指導者が分析することで、児童・生徒の考えや理解の様

子を把握し、次の指導に生かすことができた。 
授業分科会では、性教育が学校の教育活動全体を通じて実施されることを目指し、各教科、

道徳、特別活動との関連性を明確にした年間指導計画例を作成した。 
また、児童・生徒の「生きる力」をはぐくむために、「性問題の多様化した社会環境への主

体的な対応能力」の育成が不可欠であると考えた。小・中・高等学校の発達段階と指導の系統

性を重視し、「性被害・性情報」を中心にした授業実践の研究を行った。 
その際、小学校は「性被害からの危機回避能力」、中学校は「性情報への対処や自他を尊重

する意志決定能力と行動選択能力」、高等学校は「自分の生き方や社会とのかかわり方につい

ての適切な意志決定能力と行動選択能力」、盲・ろう・養護学校は「障害を克服し社会的に自

立していく能力」の育成を目指した。 
授業実践では、役割を明確にした機能的な TT の指導形態や、参加型・体験型のグループ学

習を取り入れることにより、豊かな人間関係を築く力を育てるとともに、自己評価により実践

力が身に付いたかを振り返り、正しい自己理解や日常生活における動機付けへとつながるよう

工夫した。 
 
 ２ 今後の課題 

児童・生徒の状況をみると、性情報の氾濫や性意識の多様化、性行動の早期化とそれに伴う

性感染症の増加等、様々な課題が山積している。 
自他の生命を尊重し、適切な意志決定と行動選択ができる児童・生徒の育成を目指して、学

校と家庭、地域社会、関係機関が、それぞれの教育機能を十分に発揮し、ともに連携していく

ための具体的な方策について追究していきたいと考えている。 
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